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後 代 検 定
雄牛側からの改良

遺伝的能力評価

牛 群 検 定
雌牛側からの改良

受精卵移植など新たな技術を活用した
改良増殖の効率化

http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/H25_mm_suii.pdf



2

http://hcaj.lin.gr.jp/02/2014/2-7-140920-4.htm

http://liaj.lin.gr.jp/japanese/pref/heikin/prefmain.html
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http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/gyuuken1.pdf



4

泌乳量

乳成分率

体細胞数

濃厚飼料給与量

繁殖成績

体重

農家の飼養する全乳用牛について，
個体ごとに

などを測定・記録し，その結果を低能力牛の淘汰や飼養管理の改善などに活
用することにより，酪農経営における生産性の向上を図る。

遺伝的に優れた能力を有することが証明された種雄牛（検定済種雄牛）を計画
的に作りだし，その広域的な利用を促進する。

家畜改良事業団
+ 十勝種雄牛センター
+ 盛岡種雄牛センター
+ 前橋種雄牛センター
+ 岡山種雄牛センター
+ 熊本種雄牛センター
+ 家畜バイテクセンター
+ 家畜改良技術研究所
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ＣＶＭ（Complex Vertebral Malformation
牛複合脊椎形成不全症）

１ ＣＶＭは，２０００年にデンマークにおいて発見された遺伝性疾患

であり，２００１年８月に原因遺伝子の突然変異部位を検出する

確定診断法が開発されました。

２ ＣＶＭの症状は，流産・死産による出生率の低下や新生子の死

亡であり，発症牛で生存する個体はありません。 発症牛の特徴

は，頚部あるいは胸部の脊椎骨の短縮，両前肢手根関節や飛

節関節の左右対照的収縮と捻転であり，心奇形を伴う場合もあ

ります。

平成１４年２月２７日
農林水産省生産局畜産部

畜産技術課乳牛班

ＣＶＭ（Complex Vertebral Malformation
牛複合脊椎形成不全症）について

① 推定育種価（EBV）（EBV：Estimated Breeding Value）
ＥＢＶは，雌牛が持つ遺伝的能力。この遺伝的能力の一部が
娘牛に伝えられる。

② 推定生産能力（EPA）（EPA：Estimated Producing Ability）
先天的な能力であるＥＢＶに，育成の影響等後天的に備わった
能力を加えた生産能力。

③ 乳代効果
乳量，乳脂率，無脂固形分率のEBVを，現時点の乳代（全国
平均）に換算したもの。

④ 生産効果
乳量，乳脂率，無脂固形分率のEPAを，現時点の乳代（全国
平均）に換算したもの。

⑤総合指数（NTP）（NTP：Nippon Total Profit Index）
乳脂率を下げずに，乳蛋白質率を年当たリ0.01％改良する
場合に，乳量・乳成分量と長命連産性の改良量が最大となる
ように，泌乳形質と体型形質のＥＢＶに重み付けした指数。

産乳成分＝ (-0.07×乳量)＋(乳脂量)＋(8×乳蛋白質)

体型成分＝(決定得点)＋［(0.22×前乳房の付着)＋(0.14×後乳房の高さ)＋
(0.05×後乳房の幅)＋(0.16×乳房のけん垂)＋(0.35×乳房の深さ)＋
(0.08×乳頭の配置)］

注）それぞれのＥＢＶを用いて計算

総合指数＝ 3×
産乳成分

166
＋

体型成分

1.212
× 100
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与えられたデータと統計モデルのもとで最も正確
な評価値を得ることのできる統計的分析手法

Best Linear Unbiased Prediction 
最良線形不偏予測

統計モデルの例（アニマルモデルの一種）

ｙ＝ＨＹ＋ａ＋ｅ

ｙ： 乳量，増体量などの記録の観測値
ＨＹ： 飼養環境の効果
ａ： 記録（ｙの観測値にあたる）をもつ個体の効果（遺伝の効果）
ｅ： 上記以外の効果

最近ではアニマルモデルＢＬＵＰ法という方法が多くの国の公式
評価で採用されている。

このアニマルモデルＢＬＵＰ法はアメリカのヘンダーソンにより提唱された統
計的評価手法の一つである。

アニマルモデルとは，観測値とその観測値に影響を与えている要因（効果）
の関係を下の図のような統計モデルに表したものである。

アニマルとは個体のこと

非遺伝的要因の影響を取り除く（補正）

• 飼養管理など

• 乳量などの場合は分娩し
た時の月齢や産次

アニマルモデルＢＬＵＰ法の特徴１

血縁情報を評価に取り入れることにより，後代以外の個体の記録も利

用されるため，評価のための情報が多くなり，評価値の信頼性は更に高くな
る。

このため，家畜の血統登録は評価の面からも非常に重要なものになってい
ます。

アニマルモデルＢＬＵＰ法の特徴２
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全個体が評価
される

アニマルモデルBLUP法

雌牛の能力そのものを推定，種雄牛
の能力についても の血縁を介して
同様に推定される

アニマルモデルでは，記録をもつ個体
と血縁関係にあれば評価を行うことが
できる。

雌しか記録を持たない乳牛や卵用鶏で
も，アニマルモデルを用いれば雌畜と雄
畜の評価値が一回の計算で同時に評価
（雌雄同時評価）できる。

アニマルモデルＢＬＵＰ法の特徴３
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第９回全国和牛能力共進会（平成19年）において
青森県の肉牛が好成績を記録

PA（両親のEBVの平均値）
Parental Average

PI: Pedigree Index
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Genomic（ゲノミック）のGを付してGEBV


